
 

 

４ 生徒心得  

 
学校は、生徒一人一人が、これからの人生を豊かで実りあるものにするため

の準備をするところです。本校に入学してくる生徒は、全員が学校生活の充実

に向けてチャレンジする意欲を強くもっています。集団の中で意欲をもって行

動するためには、ルールが必要です。 

   そこで、授業や学校行事及び部活動などがスム－ズに行われ、みなさんが有

意義な学校生活を送れるように、生徒心得を作成しました。 

心に留めおき、一人一人が守ってください。 

 

（１）学校生活全般について 

ア 特別に許可のない限り、8：00以降に登校し、21：00までに下校すること。

ただし、Ⅰ・Ⅱ部生の最終下校は18：30とする。 

イ 授業や学校行事を大切にし、遅刻、欠席、早退をしないよう心がけること。 

ウ 生徒会活動・部活動･ボランティア活動には積極的に参加すること。 

エ 委員会活動や清掃など割り当てられた各自の分担は責任を持って行うこと。 

オ 地域の方々や外来者へのあいさつはもとより、教職員や先輩に対しても友

人同士においても、あいさつを大切にすること。 

カ 授業を大切にし、自分の授業のある時間にコモンスペ－ス等を使用しない

こと。 

 

（２）授業を受けるにあたって 

ア 一生懸命授業を受けている人の邪魔をすることは、いかなる理由があって

も許されない。マナ－をしっかり守って学習すること。 

イ 私語をしたり、勝手に立ち歩いたりしないこと。 

ウ 授業ごとに決められた席に座ること。 

エ 携帯電話は電源を切り、カバンにしまうこと。 

オ 授業に関係のないもの（飲食物等）は、机の上に置かないこと。 

カ ガムや食べ物を口に入れないこと。 

 

（３）学校施設・設備の使用について 

ア 校舎や教室はきれいに使用すること。 

イ ゴミは分別してゴミ箱に捨てること。生ゴミは持ち帰ること。 

ウ 自習室は、他の人の迷惑とならないように静かに使用し、自習や読書など

学習目的以外には使用しないこと。＜飲食禁止＞ 

エ ラウンジは、給食時間帯（18:45～19:10）にⅢ部生のみが使用することが

できる。 

オ コモンスペ－ス・アルコ－プの使用については、授業の迷惑とならないよ

うに注意する。なお、１つのグル－プで独占しないこと。 

カ 学校の施設・設備を誤って破損したときには、直ちに担任を通じて生徒部

に申し出ること。破損した物については、原則として弁償しなければなら

ない。また、それが意図的であった場合は特別指導の対象となる。 

キ 個人ロッカ－は破損することなく丁寧に使用し、シール等を貼らずに責任

を持って管理すること。 

ク 携帯電話の充電等、学校の設備を勝手に使用しないこと。 

ケ 資源・環境に配慮し、冷暖房の温度は適度に設定すること。 

 

（４）所持品について 

ア 生徒は生徒証明書を常に携行すること。また、紛失した場合は担任に申し

出て、経営企画室で再発行してもらうこと。 

イ 学習に不必要な物は持ち込まないこと。 

特に貴重品には十分注意すること。 

ウ 盗難の被害にあった時や、物品を紛失・拾得した時は担任及び生徒部へ届

けること。 

 

（５）飲食について                                                  

 飲食は、指定された場所（３～５階コモンスペ－ス・一般教室、２～４階アル

コープ）で摂り、飲食後は後片付けを忘れないこと。また、これ以外の場所（図

書室・特別教室・１階アルコ－プ・体育施設等）での飲食は禁止とする。 

 

（６）登下校について 

ア 登下校時は、安全に注意し、法令及びマナ－を守ること。 

イ 自転車通学を希望する者は、所定の手続きにより許可を得ること。 

  また、保険の加入、ヘルメットの着用を義務とする。 

ウ 免許を所有している生徒でも、バイク・自動車での通学は禁止する。 

（いかなる場合でも、保護者・保証人運転以外の車両での登下校は禁止する。） 



 

 

（７）指導について 

  ア 法令に触れる行為は、学校の内外を問わず絶対にしてはならない。 

イ 飲酒、喫煙に類する行為（電子タバコ、ノンアルコール飲料等も含む）、ラ

イター所持、恐喝、いじめ、暴力・暴言、威嚇行為、窃盗・万引き、バイ

ク・自動車通学、考査中の不正行為、公共物の破損、授業妨害、指導無視、

薬物乱用などをした場合は、指導の対象になる。 

また、これらの行為に加担または同席した者も同様に指導の対象となる。 

（成人においても校内又は学校周辺、登下校時の飲酒、喫煙、車両運転・同 

乗は禁止） 

ウ 指導には、校長説諭、登校指導等があり、反省の様子が見られない場合は、

指導の期間が延長される。 

 

５ 生徒会と部活動 

東京都立六本木高等学校生徒会会則（規約） 

第 1章 総 則 

第１条（名称）本会は、東京都立六本木高等学校生徒会と称する。 

第２条（構成）本会は、東京都立六本木高等学校生徒全員によって構成する。 

第３条（目的）本会は、本校の全生徒が、学校の教育方針に基づき、自主的活

動によって個性の伸長と品位の向上を図り、学校生活の充実や改

善向上を目指し、生徒の立場から自発的・自治的な活動を行うこ

とを目的とする。 

 

第２章 機 関 

第４条（機関）本会は、第３条にあげた目的達成のため、次の機関を置く。 

       １ 生徒総会 

       ２ 生徒会執行部 

       ３ 会計監査会 

       ４ 各種委員会（選挙管理委員会、保健委員会、文化祭実行委員会 

            体育委員会、図書委員会、進路委員会、生徒会執行委員会） 

       ５ その他、臨時に置かれる委員会 

 

第３章 執行部役員及び委員の構成 

 第５条（執行部役員及び会計監査の人数） 

  本会には次の役員を置く。また、以下のように会計監査を置く。 

   執行部 会 長 １名（副会長の中から生徒会役員の投票により選出する） 

 副会長 ２名（各部） 

 書 記 １名（各部） 

 会 計 １名（各部） 

会計監査    ２名（Ⅰ～Ⅲ部共通） 

第６条（執行部役員の選出） 

第５条にあげた執行部役員及び会計監査は、全校生徒による直接選挙で 

選ばれる。 

第 7条（会計監査の兼任禁止） 

会計監査は、他の執行部役員を兼任することができない。 

第８条（各種委員会） 

 ① 生徒の活動を円滑に進めるために、各種委員会を置くことができる。 

② 各種委員会の設置及び構成は、生徒総会、生徒会執行部及びその委員会

の主な活動をつかさどる校務分掌から提案することができる。また、設

置及び構成の決定は、生徒会執行部、生徒総会、教員による職員会議の

承認を経なければならない。 

 

第４章 執行部役員、会計監査及び各種委員の任務 

第９条（会長） 

 会長は、生徒会を代表し、本会運営に関する責任と権限を有する。 

第１０条（副会長） 

 副会長は、つねに会長を補佐し、会長が不在の場合は会長の任務を代行する。 

第１１条（書記） 

 書記は、会議の内容を議事録に記載し、保管する。また、執行部だより等の

広報活動の中核を担う。 

第１２条（会計） 

 会計は、生徒会予算執行の調整、決算報告の作成、その他会計に関する必要

事項を取り扱う。但し、出納事務は、原則として生徒部担当教員及び本校経

営企画室に依頼する。 

第１３条（会計監査） 

 会計監査は、会計監査会を組織し、本校生徒会各部の予算執行及び決算等の

会計監査に関する必要事項を取り扱う。その際、生徒部担当教員から財産の

管理運営状態の指導を受ける。 

 第１４条（各種委員会） 

 各種委員会、その他臨時に置かれる委員会の任務は、担当する校務分掌の教



 

 

員と構成する委員によって決めることができる。また、その任務について、

生徒会執行部は助言を行うことができる。 

 

第５章 生徒総会 

第１５条（構成） 

 生徒総会は、全会員をもって構成する。 

第１６条（地位） 

 生徒総会は、生徒会の方針及び運営について報告・審議・決定する最高議決

機関である。 

第１７条（議事） 

生徒総会は次の事項を審議し、決定する。 

１ 前年度の活動報告（生徒会執行部、各種委員会） 

２ 年間活動方針（生徒会執行部、各種委員会） 

３ 前年度生徒会費決算報告 

４ 今年度生徒会費予算案 

５ その他の重要議案 

第１８条（開催、招集、総会の種類） 

① 生徒総会は部ごとに開催する。生徒総会の招集は、執行部役員が行う。 

② 生徒総会には、定期総会及び臨時総会がある。 

③ 定期総会は、毎年１回、後期冬季休業日前までに開催する。 

④ 臨時総会は、執行部役員が必要と認めた場合の他、全会員の３分の１以

上の要求があった場合に開催する。 

第１９条（定足数） 

総会は、休学・留学している会員を除く全会員の２分の１以上の出席がなけ

れば、開催することができない。 

第２０条（議長） 

議長は、会長によって任命され、会長その他執行部役員がこれを兼務するこ

とができる。 

第２１条（議決） 

総会の審議事項は、出席者の過半数の賛成で決定する。但し、執行部役員が

重要と認めた議事については、その決定の方法を全会員及び全教員と協議す

ることができる。 

 

第６章 任 期 

第２２条（任期） 

 生徒会執行部役員、会計監査及び各種委員の任期は、１年とする。ただし、

再選・再任は妨げない。 

 

第７章 選 挙 

第２３条（選挙管理委員会） 

 生徒会執行部役員及び会計監査の選出のため、選挙管理委員会を置く。 

第２４条（選挙管理委員会の任務） 

 選挙管理委員会は、選挙の計画・施行及び投票の管理を行う。 

 

第８章 予 算 

第２５条（生徒会費） 

      本会の経費は、会員の会費及びその他の収入をもって充てる。会費は別途定 

      める。 

第２６条（生徒会予算） 

 本会の予算は、会計を中心に生徒会執行部が作成し、生徒総会における審議 

 ・議決を経て決定する。その際、生徒部担当教員の助言と指導を受けること

ができる。 

第２７条（決算） 

 本会の決算は、すべて会計監査会がこれを監査し、その代表が生徒総会にお

いて監査報告をするとともに、会計またはそれに代わる執行部役員が生徒総

会において報告するものとする。 

第２８条（収入項目） 

 収入項目には、次のものがある。 

１ 当該年度の会費 

２ 前年度の繰越金 

３ その他の臨時収入 

第２９条（支出項目） 

 支出項目には、次のものがある。 

１ 学校行事及び生徒会主催行事費 

２ 広報活動費 

３ 事務費 

４ 通信費 

５ 部活動費 

６ 予備費 

７ その他、必要と思われる費用 

 

第９章 生徒会と教員 

第３０条（生徒会と教員の協力） 

生徒会の活動に関するすべての機関及び会議の決定は、生徒会担当教員の助



 

 

言及び指導を受けるものとし、本会の目的達成のために、本校の全生徒及び

全教職員は最大限の協力を図らなければならない。 

 

第１０章 改正・ 

第３１条（改正） 

①本会則の改正は、全会員の３割の連署をもって、その検討を執行部に請 

  求することができる。 

②前項の請求があった場合、もしくは生徒会執行部が本会則の改正が必要と

思われた場合、執行部が生徒部担当教員とともにこれを検討し、生徒総

会に提出することができる。 

  ③本会則の改正は、生徒総会における審議・議決を経て決定する。 

  附則 

  この会則は平成 21年 6月 1日より施行する。 

  この会則は令和 4年 5月 13日に改正。 

部活動一覧（令和６年度） 

運動部         

サッカー 水泳 卓球 ダンス テニス 

トレーニング 野球 バスケットボール バドミントン バレーボール 

陸上競技 
 

文化部 

演劇 軽音楽 合唱 写真 被服 

美術 天文 パソコン 華道 マンガ 

茶道 簿記 吹奏楽 文芸 

同好会   

自転車競技 料理研究 ボランティア 競技かるた 吟詠剣詩舞 

部活動のルール 

(1) 基本方針 
① 活動参加者は必ず入部届けを提出すること。（１年毎に更新） 

② 活動は部顧問が校内にいる時間に限る。 

③ 活動は授業参加を最優先すること。授業を登録してある時間に活動しては

いけない。 

④ 活動時間・場所は授業を最優先すること。 

⑤ 授業の妨害・迷惑になることをしてはいけない。(大声・騒音・振動等） 

⑥ 活動時間場所は職員室前のホワイトボードに記入し終了後は消すこと。 

⑦ 活動場所のカギの管理は顧問が行う。解錠・施錠は許可が必要である。 

⑧ 活動終了後は活動場所の清掃を行い授業等に支障のない状態にする。 

⑨ 定期考査 1週間前から考査終了日までは活動禁止になる。ただし、公式戦

等の直前に限り、申請した上で活動することができる。 

⑩ 休日に活動するときは、事前に休日活動届を提出し許可を得ること。 

⑪ 兼部については、３部までとする。 

⑫ 大会へ出場する場合には健康診断を受けていること。 

 

(2) 活動時間・場所について 

① 授業日の活動可能時間は平日 9：00～18：30である。 

  ただし、Ⅰ部Ⅱ部の生徒が 18：30の下校時刻までに校門を出られるように

活動を終了すること。 

② 長期休業中および休日の活動可能時間は 9：00～16：30である。 

※ 天文部はこの限りではない。 

 

(3) 新規部活動（同好会）の設立条件  

① 申請時に部員が５名以上であること。 

② 顧問としてＡ・Ｂ勤がそれぞれ１名ずつ、合計２名以上に承諾を得ること。 

③ 現在ある部活動と活動内容が類似していないこと。 

④ 活動は年間を通じて行うものに限る。 

  ・文化祭の催しだけのものは認められない。 

⑤ 広く部員を募って活動を行うこと。 

  ・友人だけの内輪の活動は認められない。 

※ 新規設立は春の一定期間のみ申請できる。（別途校内掲示） 

※ 同好会から部への昇格については、設立した年度末に顧問、生徒部で審査

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

生徒会執行部役員及び会計監査 選挙管理規約 

第１章 総 則 

第１条 この規約は、生徒会執行部役員、会計監査及び選挙によって選ばれる

各種委員会の委員の選挙を、公明かつ適正に行うことを目的とする。 

第２条 生徒会会員は、執行部役員、会計監査及び選挙によって選ばれる各種

委員会の委員について、選挙権及び被選挙権を有する。ただし、生徒

会副会長については、２年次以上の会員が被選挙権を有する。選挙管

理委員は被選挙権を有しない。 

 

第２章 立候補 

第３条   立候補届は、告示された日程にしたがって選挙管理委員会の指定し

た用紙に所定の事項を記入して選挙管理委員会に提出する。 

第４条   立候補者は、重複してその他の役職に立候補することができない。 

第５条   立候補者が定員数に達しない場合には、その候補者に対する信任投 

票を行うこととする。 

 

第３章 選挙運動 

第６条  選挙運動は、立候補届を提出してから投票日の前日までの期間内に 

行うことができる。 

第７条  立候補者のポスターは、選挙管理委員会の指定した用紙を使用し、 

指定した場所に掲示する。 

第８条  選挙運動は、秩序を乱すことのないように、校内で授業に差し支え 

ないように行うことができる。 

第９条  選挙管理委員会は、選挙公報を発行する。 

第１０条  立候補者並びに全会員は、第６条から第８条に反し、又は公序良俗

に反する一切の行為をしてはならない。 

第１１条  第１０条によって選挙管理委員会が選挙違反と認めた者は、その選 

挙に関する一切の権利を失う。 

 

第４章 投票及び投票場所 

第１２条 投票は選挙管理委員会の指定した用紙を用い、部ごとに、当該部の

候補者に対して行う。投票は無記名とする。 

第１３条 投票は、各部において、各部の立候補者による立会演説会を行った

のち、直ちに投票を行う。但し、止むを得ぬ事情のあるときは、立

会演説会に代わる方法で立候補者の意思を表明することとする。 

第１４条 投票は選挙管理委員、または生徒部担当教員の立会のもとに行われ

る 

 

 

第５章 開 票 

第１５条 開票は、投票の当日又は翌登校日に行う。 

第１６条  開票は、選挙管理委員会が、生徒部担当教員の立会のもとに行う。 

第１７条  当選は、有効投票数の多数得票順及び過半数の信任により決定する。 

第１８条  当落のかかる得票数同数の場合は、原則として再選挙により当選者

を決める。ただし、選挙管理委員長の承認により、当該立候補者の

協議により決定することを妨げない。 

第１９条 次の投票用紙は無効とする。 

  １ 規程の投票用紙によらないもの。 

  ２ 規程によらない記入を行ったもの。 

第２０条 信任投票において不信任とされた場合、又は第 18条により再選挙の

必要を認めた場合は、選挙管理委員会は開票日から３日以内に再選

挙の公示を行う。 

第２１条  開票済みの投票用紙は、その選挙で選出された役員の任期中、選挙

管理委員会が保管する。 

 

第６章 結 果 

第２２条  選挙管理委員会は、投票日から７日以内に選挙の結果を放送又は書

面によって発表する。 

第２３条  選挙管理委員会は、新役員が確定した日より７日以内に信任式を行

う。 

第２４条  選挙後 30日以内に欠員を生じた場合は次点者を繰り上げ当選とし、

それ以後の場合又は信任投票であった場合は、その任期中を欠員と

する。 

 

第７章 選挙管理委員会の選出 

第２５条  選挙管理委員は全年次の各クラスから選出する。 

第２６条  選挙管理委員会の任期は 1年とし、毎年４月に選出する。 

第２７条  選挙管理委員会は選挙管理委員をもって組織し、委員長及び副委員

長を選出する。 

第２８条  委員長は選挙管理委員会の運営を統括し、副委員長は委員長を補佐

し、委員長不在のときはその代行を務める。 

 

附則 この規約は平成 21年 4月 1日より施行する。 


